
日時：2020 年 2 月 2 日（日）13 時～17 時半 

会場： 琉球大学文系講義室 114 

 

Ⅰ．開催趣旨 

第二次世界大戦終結後、国境線の変更と共に「引揚」が生じた。日本人の引揚に限らず、旧帝国

圏の朝鮮人や台湾人等の引揚、それと同時に「残留」があった。引揚、残留は戦後社会の再編にお

いて重要な出来事であったが、十分な検討がなされないまま、忘却の彼方に追いやられてきた。 

とりわけ、戦後沖縄では沖縄戦と米軍占領という圧倒的な出来事の前で、旧植民地からの引揚が

語られることは少なかった。しかし、戦前から海外や植民地に多くの人々が移り住んでいた沖縄では、

海外ウチナーンチュと供に、旧植民地からの引揚者の存在・役割は隠然たるものであった。それは、

赤嶺守（編）『＜沖縄籍民＞の台湾引き揚げ証言・資料集』（2018）や、沖縄満洲会の『沖縄それぞ

れの満洲－語り尽くせぬ記憶』(2015)で明らかにされている。そこで、沖縄における戦後引揚を語る

場を設け、沖縄の皆さんとともに＜引揚と戦後沖縄社会の復興＞について考えたい。 

 

Ⅱ．プログラム 

(1)シンポジウム開催のご挨拶（13:00～13:05） 蘭 信三（上智大学） 

(2)引揚を語る（13:05～14:35）  

大城光代（台湾引揚・弁護士） 

名城郁子（元沖縄満洲会代表・尚学院常務理事） 

宮平美子（満洲引揚・元那覇高校教諭） 

(3)引揚を考える（15:00～16:30） 

中村春菜（琉球大学人文社会学部講師） 

 「戦前・戦時・戦後をつなぐ台湾引揚」 

謝花直美（沖縄大学地域研究所特別研究員・沖縄タイムス記者） 

「沖縄占領下の「金武湾」からみる移動、引揚、再移動」 

原佑介（同志社大学グローバル地域文化学部嘱託講師） 

「歴史のなかに消えた故郷：朝鮮植民者二世作家小林勝の心情と論理」 

 (4)総括討論「引揚を問う、引揚から問い直す」（16:45～17:30） 

 

参加無料・登録不要 

主催：上智大学・蘭科研班 共催：琉球大学人文社会学部中村研究室 

連絡先；E-mail：harunan@ll.u-ryukyu.ac.jp  Tel：098-895-8189 

mailto:harunan@ll.u-ryukyu.ac.jp
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【会場案内図】 

人文社会学部と国際創造学部の入っている建物 1 階 

 

 

 

 

中城口（東口）から：ループ道路を左折 

西原口（南口）から：ループ道路を右折 


